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IoTにより装置のメンテナンスや修理をより効率的に
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イグスは、エナジーチェーン、ケーブル、ベアリング製品などのプラスチック部品のメーカー
として、デジタル開発プロセスを進め、スマートファクトリーでの活用を目指しています。そ
の目的は、プラスチックシステムのメンテナンスと修理をより効率的かつ費用対効果の高いも
のにすることです。新しく開発された弊社のisenseセンサーモジュール製品は、製造業におい
てメンテナンスや修理に着目するだけでなく、あらゆる利点を備えたデジタル化のメリットも
あります。弊社のプラスチック製品をインテリジェントソリューションにする、IoT対応のモニ
タリングセンサーです。これらisenseを活用することで、予期せぬ故障による機械の停止を防
ぎ、故障を予知してメンテナンス推奨時期をお知らせすることが可能になります。この新開発
によりイグスは予知保全を確立しました。インテリジェント製品がインテリジェントなメンテ
ナンスを実現します。

インテリジェント 
スマートプラスチックが
スマートファクトリーを構築

各isenseは制御キャビネットへの取付けが可能

ステアー(Steyr)にあるこの工場は、自動車
メーカーの最大かつ最も重要なエンジン工場
です。平均して14秒ごとにエンジンが組立ラ
インから出来上がります。ピーク時には毎日
6,000台以上のエンジンが生産されます。

このような生産は、信頼性の高い部品を備え
た高度な自動化でのみ達成が可能です。予期
せぬ故障による機械の停止を防ぐために、イ
グスのスマートプラスチックを採用しました。
エナジーチェーン内のポリマー製ワイヤーに
より、isenseEC.Bセンサーモジュールは保護
管の状態を監視します。保護管が破損した場
合、機械は自動的に停止し二次損傷を防ぎま
す。isense EC.Wモジュールも組み込まれて
います。クロスバーに埋め込まれたセンサー
の信号が保護管の摩耗レベル測定します。摩
耗データの測定によって、保護管の残存寿命
を予測し、早い段階で交換の計画をたてるこ
とができます。

既にオーストリアの
自動車部品製造工場で
使われています
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試験済み
業界最大規模の試験施設
信頼性が高く有用なメンテナンス予測システムはIoTの時代、企業の競争力を一歩先に進めま
す。その予測システムを可能にするためには、ビッグデータが必要とされます。イグスは業界
最大規模の試験施設にて長年の間に得られたデータベースに、センターからのデータを加える
ことで精度の高い予測を行っています。

"寿命を延ばしてコストを下げる"-イグス製品は
この方針に従って製造されています。製品は装
置の寿命を延ばし、メンテナンス頻度を削減し、
コストを下げるように設計されています。
イグス製品はすべてオンラインでの寿命予測
計算が可能です。これを実現するために、業
界最大規模の試験施設を運用しています。イ
グスのイノベーションの中心はここにありま
す。3,800m²の施設内で、個々の部品や完成
されたシステムを最高の品質で提供するため

 ケルンにあるイグスの試験施設モーション・プラスチックの試験施設は3,800m²以上に拡大

に実際の環境下でテストしています。すべて
の試験結果は、ビッグデータとして社内の
データベースに保存されます。これらをもと
にイグス製品の製品寿命は信頼性高く算出さ
れ、新しい材料が研究されて新製品が開発さ
れます。さらに試験結果はイグスのオンライ
ン計算システムやスマートプラスチックシス
テムのアルゴリズムに組み込まれます。

www.igus.co.jp/test

● 3,800㎡の試験施設
● 180の試験装置で年間4,100回のエナジー
チェーン品質試験を実施:低温チャンバー、屋
外試験、騒音試験、130mまでの走行、ロボッ
トシステムなど
● 可動ケーブルの年間20億サイクルテスト
● 年間100万回実施される電気測定のデータ実績
● 300のテスト装置で15,000の摩擦および摩耗試験
● 140兆回のベアリングの動作試験
● テスト装置のセンサーは常時計測データを
更新し、データベース処理を行います。

イグス試験施設の概要:

チェーンフレックスのねじれ試験

"軸周回転"の寿命試験

様々な油や液体環境下での耐久試験 

決められた曲げ半径での連続動作試験低温室-40℃でのエナジーチェーン内ケーブル動的試験

ロングストロークでの高速走行試験
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EC.W 摩耗状況検出

EC.M 動作状況測定 icom

UART to
CAN-BUS

icom

EC.I  非接触摩耗測定
icom

EC.M : エナジーチェーンの運転状況 & EC.W : スライドパーツの摩耗状況
EC.Mセンサーにより、装置の動作状況をリアルタイムに検知
EC.Mセンサーはエナジーチェーンの移動端に設置され、リアルの動作状況をモニタリングしま
す。加速度、速度、温度、サイクル数などの値を検出し、イグス独自の寿命予測計算アルゴリ
ズムを補正、メンテナンス推奨時期を決定します。
EC.Wセンサーで摩耗状況の検出
スライド部のクロスバーに取り付けられたセンサーにより、サイドパーツの摩耗を検知。限界
に達すると異常信号を送信します。

非接触摩耗測定
P4.1シリーズなどのロールEチェーンにおいて、ジョイント部は機械的に最も負荷がかかる部品
です。EC.Iセンサーはエナジーチェーンのリンク内に直接埋め込まれているため、ジョイント
部の摩耗率を接触することなく測定します。またタイムリーな部品の交換や修理の計画も行え
ます。icomモジュールへの接続も可能。

EC.I : ロールEチェーンジョイント部摩耗検知 [開発中]

各isenseセンサーはicomモジュールと接続時に特に効果を発揮します。
icomモジュールはisenseセンサーとオンラインで接続され、計測データをIoTを経由してイグ
スドイツ本社のクラウドに転送します。それらの分析データから、AIを利用した製品寿命計算
を行ないます。計算により次回メンテナンス推奨時期を割り出し、お客様の管理モニターに表
示します。（eメールやショートメッセージを介してリモートの通知も可能です。）

icom.plusはエナジーチェーン、チェーンフレックスの製品寿命を装置単体でオフラインで計算
し、メンテナンス推奨時期をタイムリーに報告します。
過去30年の耐久テストを基にした独自のアルゴリズムによって製品寿命を計算。データをもと
に保守計画が可能です。また、インターネットを常時接続、あるいは一時接続することでアル
ゴリズムをアップデートし、より精度を高める機能もあります。

icom ： データ集信装置

icom.plus コンセプト ： よりシンプルなオフライン製品寿命計算システム　　         ［開発中：2019年後半予定］　 

イグスセンサーモジュール"isense" 
イグスのセンサーモジュール"isense"は、エナジーチェーンやケーブル、リニアガイド、ロータ
リーテーブルベアリングの各部のデータを測定します。このモジュールにはシリアルインター
フェースが装備され、制御キャビネットに簡単に統合できます。また、データロガーがSDカー
ドに測定された数値を蓄積します。種々のisenseシステムで計測されたデータは、無線もしく
は有線でデータ蓄積装置"icom"を経由しイグスクラウドや顧客管理システムに送り込まれます。
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EC.P プッシュプル力検出

EC.B  サイドパーツ破断検出
icom

ISECB 0404101  サイドパーツ破断検出

EC.T 摩耗検知

EC.PP 位置測定

EC.P : プッシュプル力検出

EC.T : ガイドチャンネル内のスライドレールの摩耗を検知するセンサー [開発中]

EC.B : エナジーチェーンサイドパーツの破断検出

EC.PP : 任意の位置での引張力を測定するセンサー [開発中]

２つのエナジーチェーンの破損を検知　近日発売ベータテスト中

EC.Pセンサーはプッシュプル力を測定
ガイドレール内の落下物、堆積ゴミなどによるエナジーチェーンの走行の妨げや乗り越え破損
を、移動端のプッシュプル力の測定により事前に感知します。この原理は弊社のクレーンシス
テムの監視用として14年にわたる実績があります。スタンドアローンモードでは設定しておい
たしきい値を超えた時にPLCに停止信号を出力し、故障の拡大を未然に防ぎます。

長尺エナジーチェーンにおいて位置依存性の引張力を測定します。
EC.PPはエナジーチェーンの中に精密位置決めシステムを組み込んだものです。EC.Pに情報を
提供をして、引張力を正確に測定します。位置情報はアプリケーション外でも使用が可能で
す。例：クレーンの中での位置決め

EC.Bセンサーによりエナジーチェーンサイドパーツの破断を検出
イグスのEC.B破断検出センサーはクレーンやガントリーなどのメンテナンス作業量を削減しま
す。これは生産設備内における典型的な小型屋内クレーンから、造船で使用されるような巨大
なクレーンまですべてに適応可能です。このEC.Bセンサーは部品の落下や経年劣化によるサイ
ドパーツの破断とそれによるチェーンのゆがみを検出します。従来この問題は、クレーンやガ
ントリーローダーの故障の重要な要因となっていました。

対面式に配置された長尺のエナジーチェーンの破損をすばやく検知します。
EC.Bセンサーはセンサーを介して１つのエナジーチェーンの2か所で破損を検知します。
これら２つのセンサーはicom.plusモジュールに報告します。モジュールはコンパクトなため制
御キャビネット内でのスペースも最小におさえられます。

新型EC.Tセンサーは長尺アプリケーションでのスライドレールの摩耗を計測できます。
設定しておいた摩耗率に達すると、信号がicomに転送されアルゴリズムに基づいた計算から製
品の残存寿命を的確に表示します。
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CF.Q 導体断線検知
icom

DLT.W  摩耗検知
icom

DLW.W  摩耗検知
icom

PRT.W  摩耗検知

CF.D バスケーブルモニタリング

CF.P プッシュプル力検出

CF.Q : チェーンフレックスケーブルの製品寿命

CF.P : プッシュプル力検出

CF.D : イーサネットケーブルのデータ伝送の品質を監視

DLT.W : ドライリンTの摩耗状況をモニタリング [開発中]

DLT.W : ドライリンWの摩耗センサー [開発中]

PRT.W : イグリデュールPRTの摩耗状況をモニタリング [開発中]

isense plain bearing : 摩耗計測装置が組み込まれたスライドベアリング

隠れたケーブルダメージをCF.Qセンサーが初期段階で検出
CF.Qセンサーはケーブルの導体の電気的状況を測定することにより、差し迫る断線障害を事前
に検出し、交換推奨時期をお知らせします。目視点検では発見できない断線リスクを低減しま
す。

ケーブルの長寿命化
エナジーチェーン内不適切な配線状況によって可動ケーブルに作用する引張力は耐用年数を大
幅に短縮することがあります。CF.Pシステムは、ケーブルクランプ部に取り付けたセンサーで
直接この引張力を測定し、メンテナンスが必要な際はアラームでお知らせします。

CF.Dはイーサネットケーブルのデータ伝送の品質を監視します。
通信時のパケット数を測定し、ケーブル劣化によるロスを検知すると、機器のLED表示。NCも
しくはネットワークを経由して警告を表示します。これにより不測の故障が発生する前にバス
ケーブルの交換が可能になります。追加の計測ケーブルは必要ありません。

ドライリンの摩耗状況が寿命に近づいた際の検出に使用されます。
センサーが埋め込まれたプラスチック部品は後付けが可能で、適切な交換時期をお知らせします。

イグリデュールPRTロータリーテーブルベアリングの摩耗限界を検出
PRTロータリーテーブルベアリングのスライド部に組み込まれたPRT.Wセンサーは摩耗状態を
計測し、icomコミュニケーションモジュールを介して早めに交換時期をお知らせします。

ドライリンWのスライド部分の交換が必要になると、即座にDLW.Wセンサーがお知らせします。
スライド部分の交換はレール上で簡単にできます。簡単なメンテナンス作業を計画的に行えます。

isense plain bearingでスライドベアリングの摩耗計測が可能です。
埋め込まれたセンサーが適切な時にローカルデバイスに警告を送り、故障前の交換を可能にし
ます。オンライン接続をすることでセンサー利用の可能性がさらに広がります。



12 13

故障時に停止信号を出力
しきい値を超えた異
常値を検知した際、
NC接点あるいはPLC
のI/Oインターフェー
スを介した停止信号
を送り、被害が拡大
する前に設備をスト
ップします。
 P. 17

高 ま る I T セ キ ュ リ
ティーに関する必要性
icom.plusモジュール
（2019年後半予定）
を使いインターネット
へ常時接続することな
く製品寿命の予測が可
能になります。
  P. 14

既存システムへの統合
幅広いオプションが
あ り ( P r o f i n e t 、
Ether net、Ether-
Cat、CC-Link IEフィ
ールド)、弊社の経験
豊富な技術者ととも
に既存のITシステムへ
統合を行うことが可
能です。
 P. 16

問題を事前に解決
isenseオンラインに
よって計算したメンテ
ナンス推奨時期を基
に、本当に必要なタイ
ミングで点検計画を実
行できます。データを
タブレットなど端末へ
転送して、リモート監
視も可能です。
 P. 15

数々のテスト結果はオンライン寿命予測計算
に組み込まれていて、これによりイグスは各
アプリケーションがどれくらいの期間確実に
動作するかを正確に予測できます。

isenseオンラインシステムを使用する場合、
次のメンテナンスまでに示された時間は、長
年インターネット上で利用可能なエナジーチ
ェーン、チェーンフレックスケーブルの寿命
計算のアルゴリズムに基づいてます。

寿命計算は、何千ものテスト結果と現場の往
復回数や走行距離から予測される寿命から成
り立っています。isenseシステムでは、開始
値が実際のアプリケーションと比較され、KI値
と機械学習アルゴリズムに基づくオンライン
モデルで一定の比較が行われます。

柔軟性 
ネットワーク 
安全性 
コスト

柔軟性 
ネットワーク 
安全性 
コスト

柔軟性 
ネットワーク 
安全性 
コスト

柔軟性 
ネットワーク 
安全性 
コスト

isense オンライン isense 統合システム isense スタンドアローンisense オフライン

お客様の設備に合わせて
システム設計
お客様の設備と統合するため様々なコンセプ
トから選択可能です。
icomには、センサーからのデータをパソコン
に送信したり、コンピュータを介して既存ソ
フトウェア環境やイントラネットソリューシ
ョンにデータを統合するオプションがありま
す。さらに、弊社のデータセンターへの接続
も可能です。その場合には、広さ3,800m²の
弊社試験施設で得られた多くの用途別事例の
実験データを基にした独自のアルゴリズム計
算式により、メンテナンス推奨時期を決定し

ます。オンライン寿命計算ツールに用いられ
る数多くの試験データから、用途に応じたエ
ナジーチェーンとケーブルの正確な寿命予測
が可能です。isenseオンラインは寿命計算を
常時更新することによりさらなる安全性をお
客様に提供します。これはisenseモジュール
により実際の使用状況を正確に把握し寿命計
算に補正を加え、より精度の高い結果を導き
だすものです。計算結果を基に本当に必要な
時にのみメンテナンスを行うことで、時間と
コストを削減できます。

www.igus.co.jp/lifetime
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高度セキュリティーの
カスタマーポータル

イグスクラウドサービス
寿命予測計算

Wireless

匿名のお客様の
ビッグデータ

匿名のお客様のデータ

イグス自社試験
設備のデータ

EC.W 摩耗状況検出

EC.M 動作状況測定

EC.RC 走行状況監視r

AI algorithms

Customer
model
update

EC.I 摩耗状況検出

Secure customer application space

Application models

CF.P プッシュプル力検出

CF.Q 導体断線検知

PRT.W  摩耗検知

DLT.W 摩耗検知

EC.P プッシュプル力検出

EC.B サイドパーツ破断検出

UART to
CAN-BUS

icom

https://

Sensor data pool (data lake)

お客様側の設備お客様側の設備

UART to
CAN-BUS

オプションの産業用 PC

センサーデータ 

イントラネットアクセス

Wireless

EC.W 摩耗状況検出

EC.M 動作状況測定

EC.RC 走行状況監視

EC.I 摩耗状況検出

CF.P プッシュプル力検出

CF.Q 導体断線検知

PRT.W 摩耗検知

EC.P プッシュプル力検出

EC.B サイドパーツ破断検出

DLT.W 摩耗検知

 ●メンテナンス推奨時期の自動計算と通知により本当に必要なタイミングでメンテナンス作業
が可能です。
 ●ERP統合のおかげでセンサー警告後に優先順位したがって効率よく作業できます。
 ●イグス自社試験設備のデータと匿名のお客様からのビッグデータをクラウド上で処理しより
精度の高い資産プログラムを形成します。
 ●データベースは数百万ものテストデータによって更新され、日々記録されます。

isense オンライン
スマートプロダクション: 問題を事前に解決

特徴 :
 ●オンラインモード：製品寿命予測データはイグスサーバーからicom.plusモジュールに送ら
れます。
 ●オンラインモード：インターネットに常時接続することができない場合、データは社内シス
テムに溜まります。
 ●セミオフラインモード：手動でイグスサーバーを更新すると、製品寿命予測と比較が可能に
なります。
 ●既存の管理システムと簡単に統合できます。
 ●IPCの概要：設備の動作状況、ステータスが全て表示されます。
 ●部品製造やサービス提供における日常業務の円滑化と、効率的な保守技術者の配置方法を求
めている生産管理者や監督者にとって理想的なソリューションです。
 ●素早く簡単にインストール可能なソフトウェアソリューション
 ●メッセージはオプションの産業用PCに表示されます。

isense オフライン

isense セミオフライン

icom.plusコンセプトによるオフライン寿命予測計算

特徴 :

所望する時間にオフラインモードからオンラインモードへ切り替える
とセキュリティーラインを経由し最新の寿命予測値が返されます。
その後、システムはオフラインモードでの稼働に戻ります。
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Secure customer application space

高度セキュリティーの
カスタマーポータル

イグスクラウドサービス
寿命予測計算

匿名のお客様の
ビッグデータ

匿名のお客様のデータ

イグス自社試験
設備のデータ

EC.W 摩耗状況検出

EC.M 動作状況測定

EC.RC 走行状況監視

EC.I 摩耗状況検出

CF.P プッシュプル力検出

CF.Q 導体断線検知

PRT.W  摩耗検知

DLTW 摩耗検知

EC.P プッシュプル力検出

EC.B サイドパーツ破断検出

お客様側の設備

イグス製品の動作状態を一目で把握
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 ●イグスエンジニアによる統合提案が可能
 ●エナジーチェーンやケーブル上のセンサー(EC.B - 破断状況、CF.Q - ケーブルモニタリング)
が測定値を取得
 ●機械はNC接点を使用して直接、またはお客様のPLCのI /Oインタフェースを介して評価する
ことにより、2つの方法でスイッチを切ることが可能
 ●お客様は、シリアルインタフェース(RS2322/UART)を介してデータを送信し、データ自体を
評価することが可能

isense スタンドアローン
故障時に停止信号を出力

特徴 :

 ●様々なネットワーク通信規格に対応（Profinet、Ethernet、EtherCat、CC-Link IEフィー　　
ルド、OPC-UA、MQTT)
 ●既存のソフトウェア環境とイントラネットへの統合
 ●OPC-UAやMQTTなど、多数のプロトコル
 ●お客様の生産可視化ソフトウェアへの統合
 ●マウスをクリックするだけで、さまざまなイグス製品の動作状態を一目で把握
 ●お客様のインフラストラクチャ（Ethernet、Profinet、CC-Link IEフィールドなど）を介し
た制御ソフトウェアへの接続
 ●機械停止、または音や視覚による警告

isense 統合システム
既存管理システムへの統合

特徴 :
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1つのコンセプトと
3つのモード：icom.plus
インダストリー4.0は、もはや単なるキャッチ
コピーではなくなりました。多くの企業は導
入の取り組みを始めています。お客様ごとに
異なるデジタルトランスフォーメーションの
方向性がありますが、全ての業界で重きを置
かれるのは「安全」です。イグススマートプ
ラスチックは、インターネットを使用した
ビッグデータの収集・クラウド化により信頼
性の高い製品寿命予測を行い、スマートファ
クトリの構築に貢献いたします。

イグスは製品寿命予測とメンテナンス推奨時
期をキャビネット内に設置可能なモジュール
を介してお客様の管理モニターに表示させる
icom.plusコンセプトを本年度中リリース予定
です。。これはオンライン、セミオンライ
ン、オフラインの３モードがあり、お客様の
ネットワークポリシー・オペレーションに関
するより多くのニーズにお応えすることが可
能になります。測定箇所・用途に応じた複数
種のセンサーをicom.plusモジュールで統括し
処理するシステムです。実際にicom.plusモ
ジュールを使用するときは、お客様のアプリ
ケーションの使用環境条件をインプットし、
弊社の試験施設（3,800㎡）で常時行っている
製品評価試験え得られたビッグデータを基に
したアルゴリズムによって製品寿命を予測計
算いたします。

オフラインモード
icom.plusは製品寿命計算のプログラムをモ
ジュール本体に持たせ、センサーとモジュー
ル・PLCとモジュール間でやり取りをすること
でインターネット接続を介さずオフライン環
境での寿命予測・メンテナンス推奨時期の計
算と警報表示を行えるようになりました。
ネットワークポリシーの都合で社外と設備情
報をやり取りすることが難しいお客様にとっ
ては特に有効なソリューションになります。

セミオフラインモード
icom.plusモジュールのオフライン時でも、イ
グスサーバー内でデータのパラメータが更新
されると、即座にそれを現場の計測データと
比較することが可能になりました。これを行
うために、モジュールはセミオフラインモー
ドになります。イグスサーバーへの短時間の
オンライン接続で、監視対象設備の計測デー
タを暗号化して伝送し、イグスクラウド側で
寿命予測を再計算を行うと、最新の結果が暗
号化されイグスサーバーからモジュールに返
送されます。返送が完了するとモジュールは
オフラインモードに戻ります。

オンラインモード
icom.plusとイグスサーバーを常時接続するこ
とでサーバーから送られてくる最新の製品寿命
予測と常に比較ができます。イグスクラウドで
はAIを用いて常に計算プログラムをアップデー
トし続けていますので、このモードではお客様
は最も高い精度の計算結果を受け取ることがで
きます。データはAES25によって暗号化され
常時同期化されます。このオンラインモードに
関しては、あらゆるITセキュリティー基準に遵
守した技術を基にしています。

イグスicom.plusモジュールによる製品寿命予
測は予知保全システムの基礎となります。
・長期運用することでコストを削減します。
・予期せぬダウンタイムを防止し、生産ライ
ンの経済損失を未然にとどめます。
デジタル化に着手されるとき、これらのソ
リューションがお役に立てれば幸いです。
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各種製品のお問い合わせに、技術専任者がお答えいたします。

新提案製品、製品ラインナップの拡大、興味深い使用事例、
最新の試験レポート、設計のヒントについていち早くお知
らせします。


